
基本目標 1

施策目標 （2）

基本施策分野 ①

事業名称 担当課 事業年度 ２２年度実績

市民参画
・ふれあい夢フェスタ 参加者４００人
・講演会（講師：京都大学大学院文学研究科教授伊藤公雄さん、「男女
共同参画で、男女の元気、社会の活気を生み出そう」、１１０人参加

市民参画 ・女性交流支援ルーム情報ライブラリーでの図書貸出人数延べ１２４人

地域子育て井戸端会議 社会教育 Ｈ22～26 市内８幼稚園 合計１４事業 参加総数９４１人

広報広聴の充実 社会教育 Ｈ22～26 学びの情報誌やチラシ等の活用により事業のＰＲ活動を行った。

社会教育
家庭教育子育てセミナー（中央市民大学公開講座）９月１０日参加者４４
人
地域子育てセミナー（６小学校）７事業 参加者３８８人

こども福祉
実人数 妊婦８０人 夫 ４３人
のべ人数：妊婦１８０人 夫 ４８人
妊娠届数６０７(初産妊婦 ２６６） 参加率：２９．６％（４８．２％）

こども福祉 未実施

こども福祉
センターだより 1回/月（センター及び児童館・市役所等での設置）
子育て支援事業、相談事業等を広報紙に掲載している（原則2回/月）
子育てマップの配布

こども福祉
第２０回保育のつどいを１０月２３日に開催
参加者は2,100人

☆５ こども福祉
「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄを掲載。児童虐待防止月間の取り組みを掲
載

こども福祉

「STOP!こども虐待」ﾘｰﾌﾚｯﾄ全戸配布 ２６０００枚
児童虐待対応マニュアル作成、配布 ２０００冊
こどもSOSカード １００００枚作成
相談啓発カード ５０００枚作成

☆６ こども福祉
河原・大住子育て支援センターにおいて
園庭開放１，５３０人 親子あそび1，473人 すくすくサロン170人
サークル活動のサポート出前保育８９５名

こども福祉
子育てひろばてふてふを平成22年7月開設。
利用者 ５，４８２人（7～３月分）

こども福祉 年間1,112人から相談を受けた

こども福祉
保護者からの相談件数 181件
発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。

こども福祉

支援センターでの子育て相談 電話４９ 来所１３ 事業実施時５７
児童館 保護者からの相談件数 181件

発達・しつけ・遊びなど子育て全般について相談を受ける。

こども福祉 延べ１，６１９人・１，２５６世帯

こども福祉
年12回
対象児：５３７人 受診者：５１３人 受診率：９５．５％

こども福祉
年12回
対象児：６７３人 受診者：５９０人 受診率：８７．７％

こども福祉
年12回
乳幼児 ８７１人 妊婦０人

こども福祉
実８８人（のべ１０６人 ）幼稚園９園
巡回発達相談
年中児発達サポート事業 公立３保育所９１人実施

こども福祉 転入者３４６人中 ２９０人回収（８３．８％）

社会福祉 Ｈ22～26

地域の中で相談援助活動を行っている民生
委員・児童委員に対して、円滑な活動が実施
できるよう、研修等による支援を行った。

学校教育
在園中の保護者に対しては、各幼稚園で随時行っている。
次年度入園予定児及びその保護者を対象に親子なかよし学級を開設
し、その中で子育てに関する相談に応じている。

学校教育

○教育相談
・相談実施回数99回（各校11回×9校）、相談件数総数428件
・草内小学校にキララサポーターを配置し、不登校傾向にある児童の学
習支援や教育相談を行い、不登校の未然防止と早期解決を図った。

Ｈ22～26

○小・中学校での教育相談
（再掲2-（1）-②、2-（1）-③、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○2歳児発達相談
（再掲1-（1）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○乳幼児相談・赤ちゃんサロン
（再掲1-（1）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○発達相談指導員による発達相談
（再掲1-（1）-①、2-（1）-②、2-（2）-②、2-（3）-②）

○転入時アンケート
（再掲1-（1）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○民生児童委員・主任児童委員による相談
（再掲2-（1）-②、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○子育てひろば事業（☆）

相談事業の充実

○保育所における相談事業
（再掲2-（1）-②、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○児童館における相談事業
（再掲2-（1）-②、2-（1）-③、2-（3）-②）

○地域子育て支援センター等での子育て相談事業
（再掲2-（1）-②、2-（3）-②）

○家庭児童相談室での相談事業
（再掲2-（1）-②、2-（1）-③、2-（3）-②）

Ｈ22～26

○「保育のつどい」の実施

児童虐待防止に係る啓発
（☆）

○ホームページの充実
（再掲1-（2）-②、2-（3）-④）

Ｈ22～26○パンフレットの配付（☆）
・市民
・子育て関係者
（再掲1-（2）-②、2-（3）-④）

Ｈ22～26○学習機会の充実
（女性交流支援ルーム情報ライブラリーでの関連図
書等の貸出しなど）
（再掲1-（3）-③）

○市立幼稚園における地域子育て井戸端会議

○子育てセミナーや研修会の市民への広報の充実
（学びの情報誌、チラシ等の活用と内容充実）

子育ての学習機会の充実

○子育てセミナー
（再掲1-（1）-④、1-（3）-③、2-（1）-①、3-（1）-①）

Ｈ22～26○パパママセミナー
（再掲1-（1）-①、1-（1）-③、1-（3）-③）

○絵本の紹介（発達相談に合わせて実施）

相談事業の充実

○10か月児発達相談
（再掲1-（1）-①、2-（1）-②、2-（3）-②）

○幼稚園での子育て相談事業
（再掲2-（1）-②、2-（3）-②）

将来における少子化や子育
てに係る関心の喚起

○啓発活動の実施
・広報紙への記事掲載
・パンフレットの配布

地域子育て支援拠点事業の
推進（☆）

○地域子育て支援センター事業

子育てに関する意識啓発の推進

事業内容（細事業）

男女共同参画に係る啓発

○各種広報、啓発、イベント、研修等の充実
（ふれあい夢フェスタなど）
（再掲1-（3）-③）

◎ 展開する事業群(1-2-1)

子どもを育てる喜びが実感できる環境づくり

子育てに係る意識の啓発並びに情報提供の充実


